
左下り観音堂
さ く だ り か ん の ん ど う

第二十一番札所 《ご本尊》 聖観世音菩薩

左下りは岩に聳えて懸造り

　　　いつも絶えせぬ峯の松風

さくだりはいわにそびえてかけづくり

い つ も た え せ ぬ み ね の ま つ か ぜ

五間四面、高さ四尺八寸の三層閣。
俗に無頸観音とも。

歌

送信先：会津美里町観光協会 FAX 0242-56-4876

FAXでお申込みの場合は、下記に必要事項をご記入の上、FAX願います。

申　

込　

書

お名前

ご住所
〒

フリガナ

ご
乗
車
場
所

複数名参加の方、代表者名

年　齢 性　別

男 ・ 女
TEL ー　　　　ー

携帯 ー　　　　ー

①Ｊ Ｒ 会 津 若 松 駅（7：40発）□
□②会津美里町役場本庁舎（8：30発）

備　考

※グループまたは複数人でお申込みの方はお手数ですが、各自お申し込み書へご記入ご協力ください。  当日、代表者様と共に保険証等にて住所を確認させていただきます。

個人情報保護の観点から、申込書をFAXする際は、番号の押し間違いにご注意ください。また、送信後はお手数ですが着信のご確認をお願い致します。

相川観音堂
あいかわかんのんどう

第二十二番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

朝日射す夕日輝く相川の

　　　　月諸共に出づる御手洗

あさひさすゆうひかがやくあいかわの

つきもろともにいづるみたらし

本尊は「いぼ観音」とも称され、
弘法大師の作と伝わる。

歌

高倉観音堂
たかくらかんのんどう

第二十三番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

高倉は宝を積みし山なれば

　　　人の願いも満つる高倉

たかくらはたからをつみしやまなれば

ひとのねがいもみつるたかくら

高倉宮以仁王の守観音像を安置。
約200の石段を登る。

歌

関山観音堂
せきやまかんのんどう

第二十四番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

散る花を止むる氷玉の関の山

　　　　　雲降り登る道は一筋

ちるはなをとむるひだまのせきのやま

くもおりのぼるみちはひとすじ

寛政２年に現在の地に堂を建立。
本尊は秘仏となっている。

歌

領家観音堂
りょうけかんのんどう

第二十五番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

朝日射す夕日輝く領池の

　　　　　大悲の光有明けの月

あさひさすゆうひかがやくりょういけの

だいひのひかりありあけのつき

観音堂内には四尺余りの
十一面観音坐像を安置。

歌

福生寺(冨岡)観音堂
ふ く し ょ う じ か ん の ん ど う

第二十六番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

朝ぼらけ賑わう里に立つ煙

　　　　　誠の人をとむる冨岡

あさぼらけにぎわうさとにたつけむり

まことのひとをとむるとみおか

中世時代に建てられた観音堂は、
国指定重要文化財。

歌

大岩観音堂
おおいわかんのんどう

第二十七番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

山深み池に流れの音添えて

　　　　　浮世の夢を洗う松風

やまふかみいけにながれのおとそえて

うきよのゆめをあらうまつかぜ

冑地区の明神ヶ岳登山道入口より
約３㎞の山中に建つ。

歌

高田観音堂
た か だ か ん の ん ど う

第二十八番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

昔より立つとも知らぬ天王寺

　　　　　　奥の細道轟きの橋

む か し よ り た つ と も し ら ぬ て ん の う じ

おくのほそみちとどろきのはし

本尊の十一面観世音菩薩像は
33年に一度、御開帳されている。

歌

雀林観音堂
すずめばやしかんのんどう

第二十九番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

法用寺境内に三重塔と会津五桜の
一つ「虎の尾桜」がある。

歌

中田観音堂
な か だ か ん の ん ど う

第三十番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

巡り来て四方の千里を眺むれば

　　これぞ会津の中田なるらん

め ぐ り き て よ も の ち さ と を な が む れ ば

こ れ ぞ あ い づ の な か だ な る ら ん

野口英世の母シカが信仰した。
「会津ころり三観音」の一つ。

歌

浮身観音堂
う き み か ん の ん ど う

番外第一番札所 《ご本尊》 十一面観世音菩薩

巡り来て西を遥かに眺むれば

　　　　　　雨露繁き古方の沼

めぐりきてにしをはるかにながむれば

あめつゆしげきふるかたのぬま

「八葉堂」とも呼ばれ、天海大僧正
ゆかりの観音像を奉る。

歌

伊佐須美神社
い さ す み じ ん じ ゃ

岩代国一宮 会津総鎮守

室町時代後期に寄進された神輿は
国重要文化財に指定されています。

2000年の歴史を誇り、延喜式内社で
明神大社に記されるなど、古くから信仰の
対象となった神社です。

うきみをばたすけたまへやかんぜおん

み ち び き た ま え み だ の じ ょう ど へ

浮身をば助け給へや観世音

　　みちびき給え弥陀の浄土へ

9/27・10/4・11・18・25
ご希望の出発日に○を付けてください。

福島県知事登録旅行業第2種122号 （一社）全国旅行業協会
旅行企画・実施　会津交通観光㈱

〒965-0037 会津若松市中央1丁目4-15　℡02042-24-3030

◆この旅行は、会津交通観光株式会社（以下「当社」という）が旅行を企画して実施するものであり、お客様は当社と募集型企
　画旅行契約（以下「契約」という）を締結することになります。また、条件は記載されている条件のほか、本旅行条件、出発前
　にお渡しする確定書面（行程ご案内）及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。
◆旅行のお申込み及び契約成立　●今回の旅行契約は、お電話又はFAXにてお申込みいただきました時に成立致します。

■取消料　お申込み後のお客様のご都合で旅行を取消される場合には代金に対してお一人につき旅行開始の前日より起算
　　　　　してさかのぼって下記の料率で取消料をいただきます。＜（～）は出発日を含みません＞

■免責事項　次の場合、当社ではその貢を負いません。
　●天災地変・同盟罷業など、不可抗力の事由によって生じた損害。
　●盗難・障害・疾病など、お客様の故意または過失によって生じた損害。
　●お客様の法令または公序良俗に反対する行為によって生じた損害。

■その他の事項については観光庁認可の当社の「旅行業約款」によります。当チラシは、2020年8月1日を基準としておりますが、運送
　機関のスケジュール・運賃等の変更により日程および旅行代金を変更することがございますのであらかじめご了承下さい。

①当日はマスク着用にてご参加下さい。（ご持参ください。）
②ご乗車前に体温測定させて頂き、37.5度以上のお客様は、ご参加をご遠慮いただきます。
③ご乗車の際には消毒液にて手指の消毒をお願い致します。
④バス座席は当面の間、フィジカル・ディスタンスに考慮し、余裕を持った座席割にて運行いたします。
⑤各設定日において、バス２台設定しております。（密防止のため）

旅行代金

取消日

30％

7日前～2日前

40％

前日

50％

当日

100％

旅行開始後又は無連絡不参加

コロナウイルス対策・参加者様へ

総合旅行業務取扱管理者 五十嵐　俊　之
　　　　　　　　担当者 芳　賀　史　織


